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石
森
　
秀
三

「幻滅の日本」と「希望の日本」

観光庁予算

旅
客
税
４
割
減
で

億
円

３
次
補
正
合
算
は

億
円

旅館ホテル選認定証授与式
１月日、浅草ビューホテルで

本
社

月日まで延長

無料キャンセル期間
ＧｏＴｏトラベル

ＧｏＴｏ停止で対策

ごちそうを通販
宮城の旅館・ホテル女将会

全国一時停止も６月末まで延長

観光庁　蒲生篤実長官
月定例会見から

予
算

兆
円
で
需
要
を
喚
起

分
散
化
な
ど
レ
ガ
シ
ー
意
識

Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
現
状
、今
後

事
業
の
意
義
　
再
開
へ
Ｐ
Ｒ
も
必
要

　
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
に
全
世
界
が
苦
悩
に
満
ち

た
１
年
を
過
ご
し
た
。
特
に
観

光
産
業
の
関
係
者
は
解
決
困
難

な
災
厄
と
の
闘
い
で
疲
れ
切
っ

て
お
ら
れ
る
。
私
自
身
は
後
期

高
齢
者
に
な
っ
た
た
め
に
現
役

引
退
を
何
度
も
考
え
た
が
、
一

方
で
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け

て
日
本
観
光
に
少
し
で
も
貢
献

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
悩

ん
で
い
る
。

　
重
た
い
気
分
の
中
で
数
年
前

に
読
ん
だ
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア

氏
の
著
書
「
幻
滅
：
外
国
人
社

会
学
者
が
見
た
戦
後
日
本


年
」
（
２
０
１
４
年
、
藤
原
書

店
）
を
再
読
し
た
。
ド
ー
ア
氏

（
１
９
２
５
～
２
０
１
８
年
）

は
英
国
人
の
社
会
学
者
で
日
本

研
究
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
１

９
５
０
年
に
初
来
日
し
、
そ
れ

以
後
毎
年
の
よ
う
に
日
本
を
訪

れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で

日
本
を
調
査
研
究
し
、
親
日
家

に
な
っ
た
。

　
ド
ー
ア
氏
は
日
本
の
美
点
に

つ
い
て
「
所
得
分
布
が
わ
り
に

平
等
で
あ
っ
た
こ
と
、
経
営
者

に
私
益
の
他
に
公
益
を
考
え
る

習
性
の
あ
っ
た
こ
と
、
教
育
・

医
療
制
度
が
よ
く
整
備
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
商
的
取
引
に
自
己

の
利
益
と
関
係
の
な
い
相
手
に

対
す
る
『
思
い
や
り
』
が
入
る

こ
と
、
官
僚
が
優
秀
で
腐
敗
が

少
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
」

と
評
価
し
、
特
に
市
井
の
人
々

と
の
交
流
を
大
切
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
１
９
８
５
年
の
プ

ラ
ザ
合
意
以
降
に
米
国
の
圧
力

の
下
で
新
自
由
主
義
が
隆
盛
化

し
、
米
国
を
意
識
し
た
構
造
改

革
と
経
済
の
金
融
化
の
進
展

で
、
雇
用
の
非
正
規
化
と
所
得

格
差
の
拡
大
が
生
じ
て
、
分
厚

い
内
需
に
支
え
ら
れ
た
日
本
経

済
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
、
日
本

は
数
多
く
の
美
点
や
美
質
を
喪

失
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ド
ー
ア
氏
は
親

日
家
か
ら
嫌
日
家
に
な
っ
て
、

亡
く
な
る
数
年
前
に
「
幻
滅
」

と
い
う
遺
言
的
な
著
書
を
遺
し

た
。

　
政
府
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
視

野
に
入
れ
て
、あ
く
ま
で
も
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
立
国
政
策
の
継
続
を
表
明

し
て
い
る
。し
か
し
コ
ロ
ナ
禍

の
継
続
に
よ
っ
て
、日
本
の
各

地
方
で
よ
り
一
層
の
少
子
高
齢

化
・
過
疎
化
が
進
展
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
公
的
資
金
を
投
入

し
て「
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」を
重
視
し
た

地
域
づ
く
り
を
ベ
ー
ス
に
し
た

地
域
観
光
振
興
と
人
財
育
成
事

業
に
全
力
を
投
入
す
べ
き
だ
。

　
Ｆ
は
ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
で
１
次
産

業
と
し
て
の「
農
林
水
産
・
酪
農

業
」、Ｅ
は
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
と
ｅ

ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
で「
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
教
育
」、Ｃ

は
ｃ
ａ
ｒ
ｅ
と
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
で

「
介
護
や
医
療
」、ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ
で「
地
域
文
化
」、Ｔ
は
ｔ

ｒ
ａ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
で「
交
通
」、ｔ

ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
で「
観
光
」を
意

味
し
て
い
る
。

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
疲

弊
し
た
地
方
の
復
興
の
た
め
に

は
若
者
の
活
躍
が
絶
対
的
に
不

可
欠
で
あ
り
、
若
者
が
希
望
を

も
っ
て
安
心
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
総
合
的
な
地
域

づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
い
か
に
為
政
者
が「
観
光
立

国
」と
叫
ん
で
も
、市
井
に
生
き

る
人
々
は
ま
ず
自
分
た
ち
の
日

々
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る「
Ｆ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
」に
係
わ
る
諸
課
題
の

解
決
が
最
優
先
と
感
じ
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
も
は

や「
観
光
フ
ァ
ー
ス
ト
」よ
り

も
、も
っ
と
大
切
な
物
事
が
軽

ん
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
明
白

に
な
っ
て
お
り
、観
光
政
策
に

お
い
て
も「
市
井
の
人
々
」の
感

性
を
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
併
せ
て
若
者
た
ち
が
生
き
が

い
を
も
っ
て
参
画
で
き
る
観
光

事
業
の
振
興
に
こ
そ
力
点
を
置

く
べ
き
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
「
希

望
の
日
本
」
を
生
み
だ
す
原
動

力
に
な
り
う
る
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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前
回
の
授
与
式
（
２
０
２
０
年

１
月

日
）

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
１
月


日
、
東
京
・
台
東
区
の
浅
草
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
で
２
０
２
０
年
度

「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５

０
選
認
定
証
授
与
式
」
を
開
催

し
ま
す
。
入
選
旅
館
・
ホ
テ
ル

へ
の
認
定
証
授
与
、
同
時
開
催

の
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
」
の
上
位
と
特
別
賞
の
表
彰

ほ
か
、
本
紙
の
創
刊

周
年
記

念
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者

表
彰
も
行
い
ま
す
。
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な

ど
、
感
染
防
止
に
十
分
努
め
て

開
催
し
ま
す
。

　
２
５
０
選
は
温
泉
地
の
旅
館

・
ホ
テ
ル
、
１
０
０
選
は
温
泉

地
の
人
気
投
票
で
、
毎
年
７
～


月
、大
手
・
中
堅
旅
行
会
社
、

Ｏ
Ｔ
Ａ
の
社
員
の
皆
さ
ま
か
ら

投
票
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

投
票
結
果
は
本
紙

月

日
付

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
紙
の
創
刊

周
年
を

記
念
し
た
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
も

２
０
２
０
年
に
開
催
。
審
査
結

果
は

月
３
日
付
の
本
紙
で
発

表
し
て
い
ま
す
。

　
授
与
式
の
開
始
時
間
は
午
前


時
（
受
付
開
始
午
前

時


分
）
。

　
開
催
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
観
光
経
済
新
聞
社
☎
０
３

（
３
８
２
７
）
９
８
０
０
。

　

月

日
に
発
表
さ
れ
た

観
光
庁
の
２
０
２
１
年
度
当
初
予
算
案
は
、
前
年
度
比
約

４
割
減
の
４
０
８
億
７
千
万
円
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

税
収
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
国
際
観
光
旅
客
税
（
以
下
、

旅
客
税
）
を
財
源
と
す
る
事

業
予
算
が
縮
小
し
た
。た
だ
、


カ
月
予
算
と
し
て
当
初
予

算
と
一
体
で
編
成
さ
れ
た


年
度
第
３
次
補
正
予
算
案
な

ど
を
合
わ
せ
た
観
光
庁
予
算

の
総
額
は
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
の
事
業
費
を
除
い
て

考
え
る
と
、
１
０
６
１
億
７

千
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
て
約
５
割
増

と
な
っ
た
。

　

年
度
当
初
予
算
４
０
８

億
７
千
万
円
の
う
ち
、
旅
客

税
を
財
源
と
す
る
予
算
は
２

６
０
億
７
千
万
円
。
旅
客
税

財
源
は
、
別
途
、
宮
内
庁
の

三
の
丸
尚
蔵
館
の
整
備
費


億
４
千
万
円
に
も
充
当
さ

れ
、
合
計
で
３
０
０
億
円
を

計
上
し
た
。
前
年
度
の
５
４

０
億
円
か
ら
は
約
４
割
減
。

旅
客
税
は
出
国
１
回
ご
と
に

千
円
を
徴
収
す
る
仕
組
み

で
、

年
度
の
財
源
は
、
国

際
機
関
の
予
測
な
ど
を
基

に
、
訪
日
外
国
人
、
出
国
日

本
人
の
一
定
の
回
復
を
見
込

ん
で
算
出
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
経
済
対
策
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

年
度

第
３
次
補
正
予
算
案
に
は
、

観
光
庁
予
算
と
し
て
、Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
期
間

延
長
に
向
け
た
予
算
１
兆
３

１
１
億
１
千
万
円
を
除
く

と
、
既
存
観
光
拠
点
の
再
生

・
高
付
加
価
値
化
推
進
事
業

な
ど
６
４
９
億
９
千
万
円
が

計
上
さ
れ
た
。
加
え
て
、


年
度
の
東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
会
計
に
は
、
観
光
庁
が

執
行
す
る
予
算
と
し
て
、
福

島
県
の
観
光
関
連
復
興
支
援

事
業
に
３
億
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

年
度
当
初
予
算
で
実
施

す
る
主
な
事
業
は
、
戦
略
的

な
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
（
日
本
政
府
観
光
局

〈
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
〉
運
営
費
交
付

金
）

億
７
千
万
円
▽
観
光

地
、
宿
泊
施
設
、
公
共
交
通

機
関
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
受

入
環
境
整
備
緊
急
対
策
事
業


億
８
千
万
円
▽
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

な
ど
、
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
層
の
誘
致
の
た
め
の
コ
ン

テ
ン
ツ
強
化

億
３
千
万
円

▽
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

普
及
す
る
「
新
た
な
旅
の
ス

タ
イ
ル
」促
進
事
業
５
億
円
。

　
ま
た
、
旅
客
税
を
財
源
と

し
た
予
算
２
６
０
億
７
千
万

円
は
、
観
光
庁
に
一
括
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の

省
庁
に
振
り
替
え
て
執
行
さ

れ
る
観
光
関
連
予
算
が
含
ま

れ
て
い
る
。
他
省
庁
の
事
業

は
、
宮
内
庁
の
三
の
丸
尚
蔵

館
整
備
費
以
外
に
、
文
化
資

源
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
た
め
の
環
境
整
備
＝
文

化
庁

億
７
千
万
円
▽
国
立

公
園
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向

け
た
環
境
整
備
＝
環
境
省


億
６
千
万
円
▽
円
滑
な
出
入

国
・
通
関
等
の
環
境
整
備
＝

法
務
省

億
８
千
万
円
／
財

務
省
５
億
３
千
万
円
。

　
観
光
庁
は

月

日
、
Ｇ

ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の

年
末
年
始
（

月

日
～
１

月

日
）
の
全
国
停
止
に
関

し
て
、
旅
行
予
定
者
が
既
存

予
約
を
無
料
キ
ャ
ン
セ
ル
で

き
る
期
間
を
当
初
発
表
し
て

い
た

月

日
午
前
０
時
ま

で
か
ら
、

月

日
午
前
０

時
ま
で
に
延
長
し
た
。

　
旅
行
予
定
者
の
無
料
キ
ャ

ン
セ
ル
の
対
象
は
、

月


日
午
前
０
時
ま
で
に
予
約
さ

れ
て
い
た
旅
行
。
国
に
よ
る

旅
行
・
宿
泊
事
業
者
に
対
す

る
キ
ャ
ン
セ
ル
補
填

ほ
て
ん

は
、


月

日
午
前
０
時
の
時
点
で

予
約
済
み
の
旅
行
に
限
る
。

　
宮
城
県
内
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
女
将
ら
で
組
織
す
る「
み

や
ぎ
お
か
み
会
」（
阿
部
憲
子

会
長
、
会
員
）は
、Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
時
停
止
へ
の
対
策
と

し
て
、宮
城
の
女
将
お
す
す

め
の「
み
や
ぎ
ご
馳
走

ち
そ
う

セ
ッ

ト
」＝
写
真
は
一
例
＝
の
通

信
販
売
を
こ
の
ほ
ど
始
め

た
。各
施
設
が
取
り
扱
う
同

県
の
特
産
品
、地
場
産
品
か

ら
、特
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
商
品

を
選
別
し
て
販
売
す
る
。１

月

日
ま
で
。

　
年
末
年
始
の
宿
泊
客
に
提

供
す
る
料
理
の
食
材
や
売
店

商
品
を
仕
入
れ
た
矢
先
に
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
一
時
停
止
と

な
っ
た
。
同
会
で
は
観
光
業

界
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
１
次

産
業
を
含
め
た
地
元
経
済
活

性
化
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
商
品
を
販
売
す
る

と
い
う
。
価
格
は
５
千
円
か

ら
３
万
円
で
、
商
品
の
量
や

組
み
合
わ
せ
は
購
買
者
が
自

由
に
設
定
で
き
る
。

　
急
な
企
画
に
も
か
か
わ
ら

ず
、県
内
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
か

ら
参
画
希
望
が
現
在
も
増
加

中
と
い
う
。阿
部
会
長
は「
宮

城
自
慢
の
産
品
を
味
わ
っ

て
、ま
た
宮
城
へ
行
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
話

し
て
い
る
。

　
販
売
サ
イ
ト
を
近
く
立
ち

上
げ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、

み
や
ぎ
お
か
み
会
・
阿
部
憲

子
会
長
（
南
三
陸
ホ
テ
ル
観

洋
）、☎
０
２
２
６（
４
６
）

２
４
４
２
。

　
政
府
の
観
光
需
要
喚
起
策
、

Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
は
、

割
引
や
ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
手
厚

い
旅
行
費
補
助
、
制
度
変
更
に

伴
う
混
乱
、
感
染
再
拡
大
の
要

因
論
争
な
ど
、
観
光
施
策
と
し

て
は
異
例
の
注
目
を
社
会
か
ら

集
め
た
。
観
光
庁
の
蒲
生
篤
実

長
官
は
、
２
０
２
０
年
７
月


日
付
で
現
職
に
就
任
し
、Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
ス
タ
ー

ト
時
か
ら
運
用
を
担
っ
て
き

た
。

月

日
の
定
例
会
見
で

は
報
道
陣
の
質
問
に
答
え
、
Ｇ

ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
現

状
や
今
後
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇

　
政
府
は

月

日
、
年
末
年

始
に
お
け
る
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
事
業
の
全
国
停
止
を
発
表

し
た
。
観
光
事
業
者
、
旅
行
者

に
と
っ
て
は
急
な
方
針
転
換

だ
。
感
染
状
況
の
指
標
な
ど
に

基
づ
い
て
事
業
の
運
用
を
判
断

す
る
な
ど
、
基
準
を
示
す
べ
き

と
の
指
摘
が
あ
る
。
　

　
「
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
と
い
う

意
味
で
、
毎
日
戦
況
が
変
わ
っ

て
い
く
状
況
だ
。
あ
る
程
度
予

測
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
一

定
の
制
度
、
枠
組
み
、
基
準
の

下
で
実
務
を
や
っ
て
い
く
こ
と

は
必
要
な
作
業
だ
が
、
そ
う
し

た
前
提
と
な
る
知
見
が
ま
だ
十

分
で
は
な
い
状
況
な
の
で
、
対

処
療
法
的
な
対
応
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
観
光
庁
と
し
て
も

忸
怩

じ
く
じ

た
る
も
の
が
あ
る
。
ワ
ク

チ
ン
な
ど
で
状
況
が
あ
る
程
度

落
ち
着
い
て
く
れ
ば
、
今
ま
で

の
対
応
の
検
証
な
ど
も
含
め
て

今
後
に
役
立
つ
仕
組
み
、
枠
組

み
な
ど
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
一
歩
一
歩
改
善
に
向
け
て

取
り
組
み
た
い
」

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業

の
７
月

日
～

月

日
の
利

用
者
数
は
少
な
く
と
も
５
２
６

０
万
人
泊
、
割
引
な
ど
の
支
援

額
は
少
な
く
と
も
３
０
８
０
億

円
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
年
末

年
始
に
は
事
業
が
一
時
停
止
と

な
っ
た
が
、
予
算
の
消
化
、
配

分
は
進
ん
で
い
る
。

　
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
の
予
算
の
全
体
像
と
し
て

は
、
割
引
や
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
な
ど
の
支
援
額
に
約
１
兆
１

２
４
８
億
円
（
事
務
委
託
費
除

く
）
を
措
置
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
旅
行
・
宿
泊
商
品
の
割
引

に
充
て
る
予
算
と
し
て
想
定
し

て
い
る
約
８
千
億
円
は
、

月


日
時
点
で
旅
行
事
業
者
や
宿

泊
事
業
者
に
約
７
２
８
６
億

円
、
約
９
割
を
配
分
し
て
い
る

状
況
だ
。
こ
れ
は
予
約
ベ
ー
ス

を
含
め
た
支
援
見
込
み
額
で
、

感
染
状
況
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル

な
ど
で
日
々
増
減
す
る
」

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業

の
予
算
は
増
額
さ
れ
て
い
る
。

当
面
の
予
算
不
足
を
補
う
た

め
、

月
に
予
備
費
か
ら
約
３

１
１
９
億
円
が
支
出
さ
れ
、
さ

ら
に
２
０
２
０
年
度
第
３
次
補

正
予
算
案
に
は
約
１
兆
３
１
１

億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　
「
事
業
の
期
間
は
、
閣
議
決

定
さ
れ
た
追
加
経
済
対
策
で

『
６
月
末
ま
で
と
す
る
こ
と
を

基
本
の
想
定
』
と
し
て
い
る
。

失
わ
れ
た
旅
行
需
要
を
回
復
さ

せ
、
事
業
者
、
地
域
を
し
っ
か

り
支
援
し
て
い
く
た
め
、
第
３

次
補
正
予
算
案
に
所
要
の
額
を

計
上
し
た
。
補
正
予
算
は
成
立

ま
で
に
国
会
審
議
が
必
要
な
の

で
、
予
算
不
足
に
よ
り
事
業
の

継
続
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
回

避
す
る
た
め
、
予
備
費
で
必
要

な
予
算
を
措
置
す
る
こ
と
に
し

た
。
感
染
状
況
か
ら
事
業
が
い

っ
た
ん
停
止
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
停
止
後
に
つ
い
て
は
感
染

状
況
を
見
な
が
ら
適
切
に
判
断

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

当
初
の
２
０
２
０
年
度
第
１
次

補
正
予
算
、
予
備
費
、
第
３
次

補
正
予
算
の
三
つ
を
う
ま
く
つ

な
ぎ
な
が
ら
安
心
し
て
商
品
を

売
れ
る
環
境
を
整
備
し
た
い
」

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業

の
延
長
に
当
た
っ
て
は
、
観
光

需
要
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
中

小
事
業
者
や
被
災
地
へ
の
配

慮
、
平
日
へ
の
旅
行
需
要
の
分

散
化
な
ど
の
必
要
性
が
追
加
経

済
対
策
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

事
業
終
了
後
の
需
要
の
反
動
減

の
対
策
と
し
て
、
割
引
率
や
対

象
商
品
の
変
更
な
ど
、
制
度
を

段
階
的
に
見
直
す
方
針
も
示
さ

れ
て
い
る
。

　
「
制
度
設
計
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
政
策

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
の

程
度
の
修
正
を
行
え
ば
、
実
際

に
政
策
効
果
と
し
て
発
現
す
る

の
か
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た

こ
と
が
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方

に
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
早
め

に
制
度
設
計
の
全
貌
を
示
さ
な

い
と
、
事
業
が
で
き
な
い
、
混

乱
す
る
と
の
声
も
あ
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
状
況
を
お
知

ら
せ
す
る
よ
う
に
し
た
い
」

　
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
は
２
回
の
補
正
予
算
と
、
予

備
費
を
合
わ
せ
た
予
算
額
が
約

２
・
７
兆
円
と
い
う
大
き
な
事

業
で
イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
。
事

業
者
へ
の
支
援
が
第
一
で
、
そ

の
大
前
提
が
感
染
拡
大
防
止
と

い
う
こ
と
だ
が
、
将
来
の
観
光

業
界
に
と
っ
て
も
レ
ガ
シ
ー
に

な
る
よ
う
な
も
の
に
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
旅

行
需
要
の
分
散
化
な
ど
に
つ
い

て
何
か
節
目
に
な
る
よ
う
な
中

身
に
で
き
れ
ば
い
い
。し
か
し
、

観
光
需
要
を
喚
起
し
な
い
と
何

も
始
ま
ら
な
い
の
で
、
現
実
論

と
し
て
ど
の
よ
う
な
制
度
に
す

る
の
か
と
い
う
調
整
を
し
て
い

る
。
事
業
の
延
長
に
向
け
て
検

討
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
」

　

年
の
旅
行
・
観
光
市
場
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄

ほ
ん
ろ
う

さ
れ
た
。
感
染
状
況
の
変
化
に

伴
っ
て
観
光
需
要
の
動
向
は
一

進
一
退
だ
っ
た
。

　
「
観
光
行
政
を
あ
ず
か
っ
た

身
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
コ
ロ
ナ
と

の
戦
い
だ
っ
た
。
国
内
旅
行
に

つ
い
て
は
波
が
あ
っ
た
と
思

う
。
緊
急
事
態
宣
言
の
頃
に
は

人
が
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
中

で
、
観
光
も
交
通
も
未
曽
有
の

苦
難
に
あ
わ
れ
た
。
夏
以
降
、

Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
が
動
き

だ
し
、
少
し
ず
つ
期
待
が
持
て

る
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

月

１
日
に
東
京
都
が
追
加
さ
れ
、

需
要
が
一
気
に
増
え
た
。
そ
の

と
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
対
応

が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
反

省
は
あ
る
が
、
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
は
か
な
り
好
調
で
、
年
末

年
始
も
予
約
が
ほ
ぼ
満
杯
と
い

う
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
っ
た
。

そ
れ
が
年
末
年
始
に
全
国
で
事

業
が
一
時
停
止
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

み
た
い
な
年
で
、
い
っ
た
ん
少

し
良
く
な
っ
て
期
待
し
た
分
、

非
常
に
残
念
だ
っ
た
」

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業

は
観
光
需
要
を
喚
起
し
、
旅
行

者
に
利
用
さ
れ
、
観
光
産
業
の

事
業
継
続
、
地
域
経
済
の
循
環

を
下
支
え
し
た
が
、
感
染
再
拡

大
の
主
要
な
要
因
で
あ
る
か
の

よ
う
な
批
判
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
。

　
「
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
に
対
す
る
評
価
は
振
り
幅
が

非
常
に
大
き
い
。
始
ま
っ
た
と

き
に
は
、
東
京
が
抜
け
た
り
し

て『
混
乱
』と
い
う
目
で
見
ら
れ

た
。
そ
れ
か
ら
安
定
飛
行
に
な

っ
て

月
に
東
京
が
加
わ
る
と

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
う
ま
く

マ
ッ
チ
し
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
も

『
こ
う
す
れ
ば
お
得
に
使
え
る
』

み
た
い
な
内
容
が
増
え
た
り
し

た
が
、感
染
が
再
拡
大
す
る
と
、

ま
た
評
価
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
目
に
見
え
な
い
も
の
と
の

戦
い
で
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
状
態
に

な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
冷

静
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
事
業
の
再
開
に
当

た
っ
て
は
、Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
事
業
の
必
要
性
や
意
義
、
魅

力
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
な
い
と

な
ら
な
い
」
　
　
【
向
野
悟
】


